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P. 6 ●
社会福祉協議会の目的と組織の特徴
新連載　　　 社協の理事、監事、評議員のための基礎知識〔第1回〕　　　 社協の理事、監事、評議員のための基礎知識〔第1回〕

●
伊勢市社会福祉協議会（三重県）②
地域に根づいた災害ボランティアセンターをめざして

P.10 災害に備える地域づくり〔第5回〕災害に備える地域づくり〔第5回〕

●
住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会　代表幹事 矢澤 久子氏
狭間のニーズに対する支援の充実をめざす

P.12 明日への一歩～ノーマインタビュー～明日への一歩～ノーマインタビュー～

●
大阪市港区社会福祉協議会（大阪府）
社協と社会福祉法人がそれぞれの特性を活かし、
共同で取り組む生活困窮者自立支援事業

P. 8 社協活動最前線社協活動最前線
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70
年
答
申
の
ね
ら
い
〜
運
動
性
の 

再
生
〜

　
70
年
答
申
で
は
、
共
同
募
金
は
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
地

域
課
題
や
社
会
課
題
解
決
を
図
る「
運
動
性
」

を
有
し
、
次
の
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

❶
地
域
課
題
解
決
の
必
要
性
の
地
域
へ
の

提
起

❷
地
域
住
民
の
地
域
課
題
解
決
へ
の
主
体

的
参
加
、
募
金
へ
の
協
力
促
進

❸
地
域
課
題
解
決
の
活
動
や
募
金
参
加
に

よ
る
満
足
感
や
達
成
感
向
上
を
通
じ
て

の
一
層
の
協
力
拡
大

❹
募
金
運
動
を
通
じ
た
団
体
の
育
成
、
組

織
力
の
向
上

❺
地
域
住
民
や
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
の
福
祉
力
向
上

❻
地
域
住
民
と
団
体
を
つ
な
ぐ
、
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
造

　
そ
し
て
、
共
同
募
金
は
単
に
寄
付
を
集
め

る
た
め
の
運
動
で
は
な
く
「
地
域
福
祉
の
推

進
」
と
「
寄
付
文
化
の
発
展
」
を
図
る
運
動

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
長
い
歴
史
の

中
で
共
同
募
金
関
係
者
や
地
域
住
民
の
意
識

か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
「
運
動
性
」

を
再
生
し
て
募
金
運
動
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
、
共
同
募
金
の
発
展
と
地
域
福
祉
の
推
進

に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
戦
後
開
始
さ
れ
た
当
初
の
共

同
募
金
運
動
は
、
戦
後
復
興
の
一
助
と
し
て
、

戦
災
孤
児
や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
な
ど
を

目
的
に
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
は
多
く

の
国
民
の
理
解
を
得
て
、
人
々
は
共
感
を

も
っ
て
募
金
や
寄
付
に
参
加
し
て
い
た
。
し

か
し
、
70
年
に
わ
た
る
運
動
の
中
で
、
社
会

に
「
赤
い
羽
根
募
金
」
と
し
て
定
着
す
る
一

方
で
、
共
同
募
金
か
ら
「
運
動
性
」
が
徐
々

に
失
わ
れ
、
集
め
る
側
に
も
地
域
住
民
の
側

に
も
、
運
動
の
目
的
や
解
決
す
べ
き
課
題
へ

の
理
解
や
共
感
よ
り
も
、
寄
付
を
集
め
る
こ

と
だ
け
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
が
答
申
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
増
大
す
る
福

祉
課
題
解
決
の
た
め
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
募
金
運
動
の
活

性
化
に
よ
る
実
績
増
加
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
共
募
お
よ
び

市
区
町
村
共
募
が
地
域
福
祉
の
推
進
主
体
で

あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
覚
す
る
こ

と
、
そ
の
う
え
で
参
加
と
協
働
に
よ
る
組
織

運
営
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
助
成
計
画

と
募
金
運
動
が
連
動
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、

募
金
お
よ
び
助
成
の
活
性
化
と
循
環
の
仕
組

み
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
共
募

組
織
に
求
め
て
い
る
。

（
参
照
『
70
年
答
申
』http://w

w
w

.akai 
hane.or.jp/pdf/70_toushin.pdf

）

70
年
答
申
に
基
づ
く
推
進
方
策
と 

職
員
行
動
原
則

　
こ
の
た
び
中
央
共
募
で
は
、
答
申
内
容
を

具
体
化
し
、
明
確
な
目
標
を
も
っ
て
取
り
組

み
を
す
す
め
る
た
め
の
指
針
と
し
て
推
進
方

策
を
定
め
た
。
70
年
答
申
は
、
今
後
10
年
間

に
わ
た
る
共
同
募
金
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
推
進
方
策
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
達
成
す

る
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
み
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
共
同
募
金
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り

の
職
員
が
、
全
国
協
調
の
運
動
と
し
て
の
共

同
募
金
に
関
す
る
価
値
観
や
基
本
的
な
考
え

を
共
有
し
、
職
員
が
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

業
務
に
あ
た
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
募
金
が

地
域
社
会
の
信
頼
を
得
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

職
員
行
動
原
則
を
策
定
し
た
。

　
な
お
、
推
進
方
策
は
中
央
、
県
、
市
区
町

村
の
各
共
募
組
織
の
目
標
や
取
り
組
み
事
項

を
示
し
て
い
る
。
今
後
、
そ
の
内
容
と
具
体

的
な
全
国
各
地
の
事
例
を
加
え
、
さ
ら
に
70

年
答
申
な
ど
を
掲
載
し
た
冊
子
を
作
成
す
る

予
定
で
あ
る
。

参
加
と
協
働
に
よ
る

「
新
た
な
た
す
け
あ
い
」の
創
造

〜
共
同
募
金
に
お
け
る
運
動
性
の
再
生
〜

社
会
福
祉
法
人
　
中
央
共
同
募
金
会

　
平
成
28
年
は
共
同
募
金
運
動
創
設
70
年
を

迎
え
る
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
央
共
同
募

金
会
（
以
下
、
中
央
共
募
）
は
平
成
26
年
10

月
に
企
画
・
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
今
後

の
共
同
募
金
運
動
の
あ
り
方
や
地
域
福
祉
に

お
け
る
共
同
募
金
の
役
割
等
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
平
成
28
年
2
月
に

は
、「
参
加
と
協
働
に
よ
る
『
新
た
な
た
す
け

あ
い
』
の
創
造
〜
共
同
募
金
に
お
け
る
運
動

性
の
再
生
〜
」
と
題
す
る
答
申
（
以
下
、
70

年
答
申
）
が
、
委
員
長
で
あ
る
上
野
谷
加
代

子
同
志
社
大
学
教
授
に
よ
り
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
中
央
共
募
で
は
、
答
申
を
着
実

に
す
す
め
る
た
め
に
「
70
年
答
申
に
基
づ
く

推
進
方
策
」（
以
下
、
推
進
方
策
）
と
、「
共

同
募
金
会
職
員
行
動
原
則
」（
以
下
、行
動
原

則
）
を
策
定
し
、
5
月
の
中
央
共
募
評
議
員

会
に
お
い
て
全
国
の
共
同
募
金
会
で
の
取
り

組
み
と
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
号
で
は
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

特　集
1
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参加と協働による「新たなたすけあい」の創造
～共同募金における運動性の再生～

特　集
1

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
期
待

　
70
年
答
申
で
は
、
市
区
町
村
社
協
に
対
し
、

共
同
募
金
運
動
が
地
域
福
祉
実
践
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
市
区
町
村
共
募
が
県
共
募
の
内
部

組
織
に
と
ど
ま
ら
ず「
地
域
の
協
議
体
組
織
」

と
し
て
の
公
益
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
の
再

確
認
や
、
運
動
性
の
再
生
に
向
け
て
市
区
町

村
共
募
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
へ
と
育

て
て
い
く
こ
と
、
組
織
内
外
に
お
け
る
運
動

へ
の
協
力
・
支
援
と
い
っ
た
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　
ま
た
、
都
道
府
県
社
協
に
対
し
て
は
、
共

同
募
金
の
助
成
計
画
へ
の
意
見
書
が
形
式
化

し
て
い
る
実
態
を
県
共
募
と
と
も
に
見
直
し
、

助
成
計
画
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
都
道
府
県
内
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

活
動
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
を
す
す
め
る
運
動

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
よ
り
具
体
的
に

提
示
す
る
こ
と
、
加
え
て
、
意
見
書
に
と
ど

ま
ら
ず
都
道
府
県
内
の
課
題
解
決
に
向
け
て

県
共
募
と
の
日
常
的
な
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
共
同
募
金
会
は
、
社
協
が
主
催
す

る
会
議
へ
の
参
画
を
含
め
、
地
域
に
お
い
て

増
大
す
る
生
活
課
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
社

協
に
お
い
て
も
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

の
過
程
や
、
生
活
困
窮
者
支
援
な
ど
制
度
の

狭
間
に
対
応
す
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に

お
い
て
、
共
同
募
金
運
動
と
連
携
し
た
展
開

が
図
ら
れ
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

70年答申に基づく推進方策における重点目標
1　都道府県共同募金会
○運動性の再生に向けた市区町村共同募金委員会の支援
　都道府県社会福祉協議会との連携のもとに、市区町村社会福祉協議会等に対して、共同募金における運動性の
再生及びそのための市区町村共同募金委員会の必要性について十分に説明し、設置の目的に理解を求めるなどの
環境整備を進め、早期の設置完了を目指す。

○都道府県共同募金会の機能強化
　都道府県域において運動性を持った展開を実現するために、新たな地域課題の解決に向けた助成と自ら行う募
金の活性化を図る。また、そのために都道府県域における課題把握に向けた活動団体との協議の場の設置を進め
る他、都道府県社会福祉協議会や NPO中間支援組織等との連携を強化する。

2　市区町村共同募金委員会
○運動性の再生による共同募金運動の活性化
　地域住民が、運動の目的や解決すべき課題を理解し、地域福祉の一環として共感をもって募金や寄付など運動
に参加できるよう、戸別募金を中心として寄付者や募金ボランティアに対して募金の趣旨や使途について丁寧に
説明するとともに、助成先団体も積極的に募金活動に参加したり助成による成果報告を徹底するなど「運動性」
の再生に向けた取り組みを進める。

○多様な人材の参画による住民が主体となった共同募金運動の展開
　社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会との連携を基礎としながら、市区町村共同募金委員会への多様な人
材の参画を進めるとともに、地域住民が助成審査に参加し、地域住民が主体となった募金運動の展開を実現する。

3　中央共同募金会
○人材養成・個別支援の実施
　都道府県共同募金会、市区町村共同募金委員会の組織活性化と職員の専門性向上に向けた人材育成の方策につ
いて検討したうえ、早期に人材養成研修を実施する。また、都道府県共同募金会における自己評価の体制づくり
と個別支援を実行する。

○社会福祉協議会との連携強化
　運動性の再生に向けた共同募金会と社会福祉協議会との連携強化のため、全国社会福祉協議会と協議し、連携
強化に向けた取り組みを実施する。

○中央共同募金会による募金受け入れ強化と全国的な助成のしくみづくり
　都道府県共同募金会との連携のもとに 2都道府県以上にまたがる共同募金の受入及び調整機能を強化し、企業
に対する共同募金への寄付の働きかけの充実を図る。また、現行の共同募金のしくみでの対応が困難な、全国的
あるいは複数の県にまたがって解決が求められる社会課題に対応し、全国域において運動性を持った展開を実現
するために、都道府県共同募金会との連携のもとに、自ら募金・助成を担うしくみづくりを行う。
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平
成
28
年
度
事
業
計
画

●
全
体
状
況

　

社
会
福
祉
法
改
正
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

法
人
た
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
よ
う
組
織

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
運
営
の
透
明
性
の

確
保
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
の
責

務
化
等
の
改
革
が
す
す
め
ら
れ
た
。
社
協
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
法
改
正
の
動
き
を
地
域

福
祉
推
進
の
大
き
な
契
機
と
と
ら
え
、
社
会

福
祉
法
人
と
連
携
・
協
働
し
た
地
域
の
公
益

的
な
活
動
の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
、
地
域

の
生
活
課
題
に
対
応
す
る
新
た
な
活
動
や
資

源
を
創
造
す
る
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立
相
談

支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
市
区
町
村
社
協
と

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
協
働
に
よ
る

地
域
の
公
益
的
な
活
動
の
展
開
や
、
新
た
な

総
合
事
業
、
生
活
福
祉
資
金
や
社
協
の
総
合

相
談
事
業
、
権
利
擁
護
支
援
事
業
等
と
連
携

し
た
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

新
し
い
総
合
事
業
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
た
体

制
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
社
協
と

し
て
は
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
通
し

て
、
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
本
会
が
「
社
協
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
推
進
方
針
２
０
１
５
」
等
で
示
し
た
よ
う

に
、
住
民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
統
合
的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
制
度
改
正
に
か

か
る
動
き
を
地
域
福
祉
推
進
施
策
の
再
編
と

と
ら
え
、
地
域
に
お
い
て
住
民
と
専
門
職
が

協
働
し
、
多
様
か
つ
複
雑
化
し
た
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
た
総
合
的
・
横
断
的
な
事
業

展
開
と
な
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く

り
や
社
協
の
組
織
体
制
の
強
化
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

●
計
画
の
内
容

Ⅰ
．
地
域
福
祉
推
進
施
策
の
再
編
へ
の
対
応

1
．  「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
の

具
体
化

　

⑴�

「『
強
化
方
針
』推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
」
の
開
催

　

⑵�

「
強
化
方
針
」第
2
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定

　

⑶�

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
全
国
会
議
の
開

催
（
夏
季
と
冬
季
の
2
回
開
催
）

2
． 地
域
福
祉
推
進
施
策
の
再
編
に
向
け
た

対
応

　

⑴�

新
し
い
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化

　

⑵�

制
度
改
正
へ
の
対
応

3
．社
会
福
祉
法
改
正
へ
の
対
応

　

⑴�

市
区
町
村
社
協
に
お
け
る
対
応

　

⑵�
市
区
町
村
社
協
と
社
会
福
祉
法
人
・
福

祉
施
設
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
公
益
的

な
活
動
の
推
進
と
法
改
正
へ
の
対
応

4
． 生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
取
り
組

み
の
推
進
・
支
援

　

⑴�

事
業
実
施
状
況
の
把
握
、
制
度
情
報
の

収
集
・
提
供

　

⑵�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
全
国
担
当

者
会
議
の
開
催

　

⑶�

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
人
材
養

成
研
修
」
の
受
託
実
施

5
． 新
し
い
総
合
事
業
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
推
進

　

⑴�

市
区
町
村
社
協
介
護
サ
ー
ビ
ス
経
営
研

究
会
（
幹
事
会
）
の
運
営

　

⑵�

新
た
な
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
創
出
す
る
た
め
の
調
査
研
究
―
住

民
と
専
門
職
の
協
働
に
よ
る
効
果
的
な

支
援
の
た
め
の
ツ
ー
ル
開
発
事
業

　

平
成
24
年
10
月
に
策
定
し
た
「
社

協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
の
具

体
化
と
と
も
に
、
今
後
の
社
協
活
動
・

組
織
運
営
の
あ
り
方
を
見
据
え
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
。

　

社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
う
定
款
の
改

定
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
向
け
て
、

制
度
内
容
の
周
知
や
社
協
モ
デ
ル
定
款

の
見
直
し
等
の
対
応
を
行
う
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
法
改

正
の
動
向
を
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

大
き
な
転
機
と
と
ら
え
、
社
会
福
祉
法

人
・
福
祉
施
設
と
積
極
的
に
協
働
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
、「
市
区
町
村
社
協

と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
協
働

に
よ
る
地
域
の
公
益
的
な
活
動
の
推
進

方
策
」
を
取
り
ま
と
め
、
全
国
的
な
社

協
の
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
。

　

市
区
町
村
社
協
介
護
サ
ー
ビ
ス
経
営

研
究
会
（
幹
事
会
）
に
て
、「
社
協
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
方
針
２
０
１
５
」

お
よ
び
「
新
し
い
総
合
事
業
へ
の
社
協

の
取
り
組
み
」
に
基
づ
い
た
事
業
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
協
議
体
や
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
取
り
組

み
方
針
や
具
体
策
の
提
案
、
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
、『
社
協
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営

の
手
引
き
』
の
普
及
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
等
を
行
う
。

平
成
28
年
度
　 
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
　

総
会
報
告

　
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
は
、
去
る
5

月
18
日
、
平
成
28
年
度
総
会
を
開
催
し
、

平
成
27
年
度
事
業
報
告
（
案
）・
決
算
な

ら
び
に
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
4
月
14
日
以
降
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
被

災
地
社
協
支
援
に
と
も
な
う
全
国
か
ら

の
応
援
職
員
の
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
や
、
福

祉
救
援
活
動
資
金
の
支
給
状
況
等
に
つ

い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
決
算

な
ら
び
に
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予

算
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
業

務
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
杜
」※
に

掲
載
し
て
い
る
。

特　集
2

※「社協の杜」http://www.shakyo.or.jp/gyoumu/
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2

　

⑶�

多
様
な
関
係
機
関
と
連
携
し
た
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　

①�
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究

協
議
会
の
開
催
〔
み
ず
ほ
教
育
福
祉

財
団
助
成
事
業
〕

　

②�

『
住
民
主
体
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
全
7
巻
）
発
行
・
普

及
へ
の
協
力

　

③�

助
け
合
い
活
動
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
普
及

6
．  日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
成
年
後
見

制
度
の
普
及
促
進

　

⑴�

地
域
福
祉
権
利
擁
護
に
関
す
る
委
員
会

の
開
催

　

⑵�

地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
権
利
擁
護
体

制
の
構
築
の
推
進

　

⑶
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

　

①�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
見
直
し

へ
の
対
応

　

②�

月
次
調
査
、
利
用
状
況
調
査
の
実
施

　

③�

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
引
き
の
発
行
等
を

通
じ
た
事
業
従
事
者
の
質
の
向
上

　

④�

関
係
会
議
、
研
修
会
の
実
施
（
国
庫

補
助
事
業
）

　
　

ア‌�

都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
担
当
部
・
課
・
所

長
会
議

　
　

イ�

専
門
員
実
践
力
強
化
研
修
会
Ⅰ�

（
新
任
）

　
　

ウ�

専
門
員
実
践
力
強
化
研
修
会
Ⅱ�

（
中
堅
）

　
　

エ�

地
方
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス�

（
2
回
開
催
）

　

⑷�

地
域
に
お
け
る
多
様
な
権
利
擁
護
活
動

の
取
り
組
み
の
推
進

Ⅱ
．
社
協
活
動
の
基
盤
強
化

1
．  市
区
町
村
社
協
と
社
会
福
祉
法
人
・
施

設
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
公
益
的
な
活

動
の
推
進

2
． 住
民
の
福
祉
活
動
の
推
進

　

⑴�

地
域
生
活
支
援
ワ
ー
カ
ー
（
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催
（
国
庫
補
助
事
業
）

　

⑵�

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
全
国

研
究
交
流
集
会
」
の
開
催
（
み
ず
ほ
教

育
福
祉
財
団
助
成
事
業
）

　

⑶�

「
地
域
の
福
祉
力
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

（
国
庫
補
助
事
業
）

3
．   地
域
福
祉
計
画
策
定
等
の
促
進
と
地
域

福
祉
活
動
計
画
策
定
の
推
進

4
．   共
同
募
金
運
動
の
推
進

Ⅲ
．
社
協
組
織
体
制
の
強
化

1
．   ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
社
会
福
祉
法
改
正
に

対
応
し
た
組
織・役
職
員
の
体
制
づ
く
り

　

⑴�

社
協
の
事
業・組
織
運
営
に
必
要
な
対
応

　

⑵
役
員
向
け
の
手
引
書
の
作
成

2
．社
協
の
人
材
育
成

　

⑴�

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
検
討

　

⑵
新
任
事
務
局
長
向
け
の
手
引
書
の
作
成

3
．社
会
福
祉
協
議
会
活
動
調
査
の
実
施

Ⅳ
． 

社
協
活
動
や
組
織
の
存
在
意
義
に
対
す

る
社
会
的
な
理
解
づ
く
り

Ⅴ
． 

東
日
本
大
震
災
被
災
者
お
よ
び
被
災
社

協
へ
の
支
援
の
継
続

Ⅵ
．
委
員
会
の
運
営

平
成
28
年
度　
地
域
福
祉
推
進 

委
員
会
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

　

社
協
役
職
員
の
退
任
に
伴
い
監
事
1
名
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
市
区
町
村
代
表
の
常
任
委

員
1
名
に
つ
い
て
、
運
営
内
規
第
9
条
に
基

づ
き
補
充
選
任
さ
れ
た
。

新
監
事
、
新
常
任
委
員
紹
介
（
敬
称
略
）

監
　
事

　

高
橋　

一
弘

　
（�
栃
木
県
・
日
光
市
社
会
福
祉
協
議
会　

事
務
局
長
）

常
任
委
員
（
関
東
・
市
区
町
村
代
表
）

　

相
巣　

博
之

　
（
茨
城
県
・
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会　

事
務
局
長
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
対
応
等
に 

つ
い
て

●
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
に
よ
る
被
災
地
社
協
支
援

　

4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
県
内
全
45
市
町
村
に
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
熊
本
県
の
取
り
組
み
状
況
を
中

心
に
次
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
。

•�

4
月
17
日
以
降
、
熊
本
県
内
の
各
市
町
村

に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
、
最
大
17
市
町
村
で
開
設

•�

熊
本
県
社
協
だ
け
で
県
内
市
町
村
社
協
の

支
援
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
（
幹
事
県
：
長
崎
県
社
協
）

で
は
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
4
月
22

日
（
金
）
よ
り
各
県
・
市
町
社
協
か
ら
応

援
職
員
を
派
遣

•�

4
月
28
日
以
降
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
加

え
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

各
府
県
・
市
町
社
協
職
員
の
派
遣
を
決
定

•�

社
協
職
員
の
応
援
派
遣
に
つ
い
て
は
、
4

月
28
日
～
5
月
10
日
ま
で
に
約
９
０
０
人

の
派
遣
を
調
整
（
1
日
あ
た
り
約
70
人
）。

●
福
祉
救
援
活
動
資
金
の
支
給

　

福
祉
救
援
活
動
資
金
援
助
制
度
運
営
要
綱

に
基
づ
き
、
熊
本
県
社
協
、
熊
本
市
社
協
に

対
し
、
第
1
回
支
給
額
２
０
０
万
円
（
熊
本

県
・
１
７
０
万
円
、
熊
本
市
・
30
万
円
）
を

5
月
9
日
に
送
金
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

地
域
協
議
会
の
運
営
や
、
評
議
員
設

置
が
困
難
な
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る

支
援
を
実
施
し
、
地
域
の
生
活
課
題
や

福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
活
動
の
創
造
や
活
性
化
を
図
る
。

　

社
会
福
祉
法
改
正
に
か
か
る
検
討
作

業
委
員
会
を
設
置
し
、
モ
デ
ル
定
款
の

見
直
し
を
行
い
、
社
協
の
事
業
・
組
織

経
営
上
の
課
題
整
理
、
今
後
の
対
応
等

の
検
討
を
行
う
。

　

社
協
組
織
の
基
本
と
な
る
運
営
面
、

事
業
面
に
お
け
る
基
礎
事
項
を
理
解
す

る
た
め
の
「
新
任
事
務
局
長
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
手
引
き
」（
仮
称
）
を
作
成
す
る
。

平成 28 年度 地域福祉推進委員会 総会報告
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本
コ
ー
ナ
ー
の
趣
旨
　 

　

平
成
28
年
3
月
31
日
、
社
会
福
祉
法
改

正
案
が
成
立
し
、
4
月
1
日
か
ら
一
部
施

行
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
社
会
福
祉
法

人
制
度
改
革
を
契
機
に
、
社
協
は
組
織
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

経
営
情
報
の
透
明
性
を
高
め
る
取
り
組
み

を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
社
協
の
運
営
に
参
画

し
て
い
る
役
員
（
理
事
・
監
事
）
や
評
議

員
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
ね
ら
い
や
内

容
を
踏
ま
え
、
社
協
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
住
民
や
福
祉
関
係
者
の
信
頼
を
得

て
、
地
域
の
た
め
に
役
割
を
発
揮
し
て
い

け
る
よ
う
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
新
任
の
理

事
や
監
事
、
評
議
員
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
基
礎
知
識
を
Ｑ
&

Ａ
形
式
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 
社
協
は
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
目
的
で
何
を
行
う
組

織
な
の
で
す
か
？

 
社
協
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目

的
と
し
た
民
間
非
営
利
組
織
で
、

社
会
福
祉
法
に
は
市
町
村
社
協
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
法
第
１
０
９
条
】

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、（
中
略
）
次

に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

団
体
で
あ
っ
て
、（
後
略
）

一　

�

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
企

画
及
び
実
施

二　

�

社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住
民

の
参
加
の
た
め
の
援
助

三　

�

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
調
査
、
普
及
、
宣
伝
、
連
絡
、
調

整
及
び
助
成

四　

�

前
3
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
社

会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全

な
発
達
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

　

条
文
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
社
協
が
実
施
す
る

事
業
・
活
動
は
、
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
振
興
、

福
祉
に
関
す
る
総
合
相
談
、
各
種
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
、

福
祉
会
館
の
運
営
、
福
祉
関
係
団
体
の
事
務

局
な
ど
た
い
へ
ん
幅
広
く
、
そ
の
対
象
も
高

齢
者
だ
け
で
な
く
障
害
者
や
子
ど
も
・
子
育

て
家
庭
、
若
者
な
ど
幅
広
く
、
限
定
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
ら
の
財
源

も
自
治
体
等
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
費
、
介

護
報
酬
、
寄
付
金
、
住
民
会
費
、
共
同
募
金

な
ど
多
種
多
様
で
、
外
部
か
ら
見
る
と
何
を

す
る
組
織
な
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
日
、
社
協
の
事
業
・
活
動
が

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
広
が
っ
て
き
た
の
は
、
社

協
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
対
応
し
、
そ

の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
仕
組
み
や
サ
ー
ビ

ス
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
と
い
う
証
で
も
あ

り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
、
特
定
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
先
駆
的
で
柔
軟
な
事
業
・
活
動

を
行
う
こ
と
が
強
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

テ
ー
マ
や
対
象
を
限
定
せ
ず
地
域
の
課
題
に

対
応
し
て
い
く
の
が
社
協
の
特
徴
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
多
様
な
事
業
・
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
福
祉
分
野
に
と

ど
ま
ら
ず
医
療
や
教
育
、
司
法
、
消
費
者
支

援
、
金
融
機
関
、
企
業
・
商
店
な
ど
他
分
野

に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
社
協
の
大
き
な
強
み
で
す
。

　

一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
・
活
動
が
縦

割
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
り
、
部
門
間
の
連

携
が
十
分
図
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

多
く
の
社
協
に
見
ら
れ
る
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
個
々
の
事
業
・
活
動
を
慣
例
的
に
や

り
続
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

や
目
的
を
踏
ま
え
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
で

意
義
の
あ
る
も
の
を
効
果
的
に
つ
く
り
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
介
護
保

険
制
度
に
お
け
る
新
し
い
地
域
支
援
事
業
は
、

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
社
協

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
重
な
る
部
分
が

大
き
く
、
社
協
に
と
っ
て
は
追
い
風
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
新
し
い
事
業

に
つ
い
て
も
、
制
度
に
基
づ
い
て
別
々
の
事

業
と
し
て
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
各
社
協

が
め
ざ
す
地
域
福
祉
の
姿
を
改
め
て
確
認
し
、

ど
の
よ
う
な
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
そ
れ
を

実
現
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
戦
略

を
立
て
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Q1A1

新
連
載

社協の理事、監事、
評議員のための
基礎知識　

社会福祉協議会の目的と
組織の特徴

第1回

社会福祉法人　全国社会福祉協議会
地域福祉部



7	 2016  NORMA  JUNE  No.297

 
社
協
が
す
す
め
て
き
た
「
地
域
福

祉
」
と
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

す
か
？ 

現
代
で
は
、
例
え
ば
高
齢
、
病
気

や
障
害
、
要
介
護
、
認
知
症
の
状

態
に
な
っ
た
時
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
保
険
に
限
ら

ず
、
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き

な
か
っ
た
り
解
決
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
例
は
、
社
会
的
な
孤
立

や
排
除
の
問
題
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
い
っ

た
課
題
で
す
。
友
人
や
地
域
の
人
と
交
流
を

も
ち
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に

身
近
な
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
や
病
気

が
あ
る
人
、
個
々
人
の
多
様
な
生
き
方
を
理

解
し
、
受
け
止
め
る
地
域
（
共
生
社
会
）
を

つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
は
、
行
政
の
指

示
や
号
令
で
す
す
む
も
の
で
は
な
く
、
お
金

を
払
っ
て
誰
か
に
代
わ
り
に
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
福
祉
で
は
、
地

域
の
課
題
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い

く
基
本
的
な
主
体
は
住
民
自
身
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
、
社
協
が
掲
げ
る
「
住
民

主
体
の
原
則
」
は
こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ

く
も
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
社
協
は
、
常
に
住
民
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
住
民
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
・
活
動
を
実
施
し
て
い
く
の
で
あ
り
、

住
民
会
員
制
度
が
あ
る
こ
と
や
部
会
、
委
員

会
、
評
議
員
会
等
を
通
し
て
住
民
が
参
画
す

る
こ
と
は
社
協
組
織
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

 
社
協
は
市
区
町
村
だ
け
で
は
な

く
都
道
府
県
・
指
定
都
市
、
全
国

段
階
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
組
織
構
成

上
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
す
か
？

 
社
協
は
、
す
べ
て
の
市
区
町
村
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
・

指
定
都
市
社
協
、
全
社
協
を
含
む
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
た
だ
し
、
組
織
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
社
協
が
理
事
会
、
評
議
員
会
を
も
つ
独
立

し
た
法
人
で
あ
り
、
企
業
の
本
社
・
支
社
の

よ
う
な
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
社
協
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
事
業
・

活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
違

い
が
大
き
い
こ
と
も
社
協
の
ひ
と
つ
の
特
徴

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

全
社
協
で
は
、
市
区
町
村
社
協
、
都
道
府

県
・
指
定
都
市
社
協
の
代
表
者
を
構
成
員
と

す
る
「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し

て
お
り
、
社
協
の
事
業
・
活
動
や
組
織
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
針
や
手
引

き
等
を
作
成
し
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
も
の
も
各
社
協
の
組
織
経
営
を
考
え
る
う

え
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
社
協
と
自
治
体
の
関
係
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
？ 

社
協
は
住
民
主
体
で
地
域
福
祉

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
公
私
の

社
会
福
祉
関
係
者
の
参
加
を
得
て
連
絡
・
調

整
を
行
う
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

行
政
か
ら
委
託
事
業
や
補
助
事
業
を
受
け
て

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
側
面
が
強
く
出
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
社
協
と
行
政
と
の
関
係
は
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
基
本
で
す
。

　

行
政
は
住
民
の
福
祉
に
責
任
を
も
ち
、
公

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
運
営
し
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提
供
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
行
政
が
直

接
実
施
す
る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
に
よ
る
助
け
合
い
、
社
会
福
祉
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
が
実
施
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間
に
よ
る
社
会
福
祉
の
事

業
・
活
動
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、
社

協
は
民
間
社
会
福
祉
を
代
表
し
て
行
政
と
の

調
整
役
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
行
政
計

画
で
あ
る
地
域
福
祉
計
画
と
民
間
の
計
画
で

あ
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
一
体
的
な
策
定

を
通
し
て
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
福
祉

の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

 
今
回
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改

革
は
、
社
協
に
は
関
係
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

 
今
回
の
法
改
正
は
、
一
部
の
社
会

福
祉
法
人
・
施
設
に
お
い
て
い
わ

ゆ
る
「
内
部
留
保
」
が
多
額
に
の
ぼ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
し
た
。

　

し
か
し
、「
施
設
の
問
題
だ
か
ら
社
協
に

は
関
係
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
社

協
自
身
も
社
会
福
祉
法
人
の
一
員
と
し
て
、

ま
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
高
い
公
益
性
を

求
め
ら
れ
る
組
織
と
し
て
、
改
め
て
自
ら
の

組
織
の
あ
り
方
や
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
見

直
す
機
会
と
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
の
協
働

を
推
進
す
る
う
え
で
も
今
回
の
法
改
正
は
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
社
協
と
社

会
福
祉
法
人
・
施
設
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

連
携
は
一
定
程
度
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な

協
働
事
業
は
必
ず
し
も
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

地
域
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
地

域
の
福
祉
関
係
者
と
の
協
働
が
重
要
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
が
も
つ
専
門
性
や
建

物
・
設
備
、
人
材
等
の
資
源
が
地
域
福
祉
に

一
層
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
社
協
と
し
て
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

Q2A2

Q3A3

Q4A4

Q5A5
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社
会
福
祉
法
人
と
共
同
で
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト

　

大
阪
市
港
区
社
協
（
以
下
、
港
区
社
協
）

で
は
、
区
内
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
み
な
と

寮
（
以
下
、
み
な
と
寮
）
と
共
同
で
、
平
成

27
年
4
月
か
ら
大
阪
市
港
区
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
相
談
機
関
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
」（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
）

を
設
置
し
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
社
協
単
独
で
は
な
く
、
み
な
と

寮
と
一
緒
に
事
業
を
始
め
た
経
緯
に
つ
い
て
、

港
区
社
協
の
砂
田
知
美
事
務
局
長
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
こ
の
事
業
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、
港

区
社
協
単
独
で
取
り
組
む
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
区
内
に
は
、
救
護
施

設
と
し
て
長
い
間
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
み
な
と
寮
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
み
な
と
寮
さ
ん
か
ら
共
同
体
で
と
お
話

を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
も
地

域
で
見
守
り
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
か
ら
、
2
つ
の
組
織
が
一
体

と
な
れ
ば
、
よ
り
実
践
的
な
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
の
で
す
」

　

み
な
と
寮
の
佐
藤
佳
道
さ
ん（『
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
』
主
任
相
談
支
援
員
）
も
、
社
協

と
の
連
携
が
必
要
だ
と
話
す
。

　
「
み
な
と
寮
で
は
、
救
護
施
設
を
運
営
し

て
お
り
、
施
設
内
で
は
利
用
者
へ
手
厚
い
支

援
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
に
は
支
援
が
必
要
な
方
が
ま

だ
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

方
を
発
見
し
て
支
援
活
動
に
つ
な
ぎ
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
単
独
法
人
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
で
し
た
。
そ

こ
で
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
社
協

と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
相
談
支
援
の

入
口
、
そ
し
て
出
口
の
幅
が
広
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の

ひ
と
つ
の
方
法
が
、
自
立
相
談
支
援
事
業
を

社
協
と
共
同
運
営
す
る
こ
と
で
し
た
」

　

こ
う
し
て
、
み
な
と
寮
の
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

と
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
、
2
つ
の

組
織
が
も
つ
特
性
を
活
か
す
か
た
ち
で
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
相
談
窓
口
で
あ
る
「
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」
は
港
区
役
所
内
に
設
置

さ
れ
、
こ
こ
に
支
援
員
2
名
（
み
な
と
寮
か

ら
出
向
）
が
常
駐
す
る
。
事
業
ス
タ
ー
ト
か

ら
1
年
で
、
相
談
件
数
は
約
３
９
０
件
に
達

し
て
い
る
。

詐
欺
被
害
に
あ
っ
た
男
性
の
自
立
を

め
ざ
し
て

　

多
く
の
相
談
実
績
の
中
に
は
、
長
年
に
わ

た
り
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
い
た
事
例
が
あ

る
。
高
齢
男
性
の
A
さ
ん
は
、
将
来
お
金
が

何
倍
に
も
な
っ
て
返
っ
て
く
る
と
い
う
話
に

騙
さ
れ
、
何
年
も
お
金
を
渡
し
続
け
て
い
た
。

多
額
の
借
金
を
抱
え
ひ
と
り
で
の
生
活
が
困

難
に
な
り
、
妹
の
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
妹
が
「
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
」
に
相
談
を
寄
せ
た
。

　

多
方
面
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た

佐
藤
さ
ん
は
、
港
区
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
見
守
り
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
田
中
未
春
さ
ん
に
こ
の

ケ
ー
ス
を
報
告
し
、
一
緒
に
A
さ
ん
の
い
る

家
を
訪
問
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
に
A
さ

ん
と
話
し
て
み
る
と
、
お
金
が
返
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
を
強
く
信
じ
て
い
て
、
自
分
が

騙
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
受
け
入
れ
よ
う

と
せ
ず
、
佐
藤
さ
ん
た
ち
が
訪
問
を
し
て
い

る
期
間
も
お
金
を
渡
し
続
け
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
何
度
か
訪
問
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
A
さ
ん
は
佐
藤
さ
ん
と
田
中
さ
ん
に
対

し
て
少
し
ず
つ
心
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
佐

藤
さ
ん
が
ひ
と
り
で
訪
問
し
た
際
に
は
、

「
今
日
は
田
中
さ
ん
は
い
な
い
の
か
」と
い
う

言
葉
さ
え
漏
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で

は
騙
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
。

　

今
後
は
、
妹
の
家
か
ら
独
立
し
て
の
自
立

生
活
を
見
据
え
た
支
援
を
展
開
す
る
予
定
と

い
う
。
社
協
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

も
連
携
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
等

に
つ
な
げ
、
再
び
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

社協活動
最前線
大阪市港区
社会福祉協議会

社協と社会福祉法人が
それぞれの特性を活かし、
共同で取り組む
生活困窮者自立支援事業

天保2年に人工的に土を積み上げて造ら
れた、標高4.53mの天保山（てんぽう
ざん）。長い間日本一低い山とされてい
た。

大阪市港区社協では区内の社会福
祉法人みなと寮と共同で、平成27
年 4月から自立相談支援事業をス
タートさせている。さらに区内の社
会福祉施設連絡会とも連動し、活動
への積極的な参加を呼びかけている。
区内の多くの福祉関係者を集め、み
んなで地域課題を解決しようとす
る港区社協の先進的な取り組みに
ついて取材した。

社協データ
【地域の状況】（平成28年5月1日現在）
人　　口　　82,067人
世 帯 数　　40,495世帯
高齢化率　　26.8％

【社協の概要】（平成28年5月末現在）
理　　事　　15人
評 議 員　　40人
監　　事　　  2人
職 員 数　　59人（正規職員14人、臨時職員45人）

【主な事業】
⃝地域福祉活動支援事業
⃝ボランティア・市民活動センター事業
⃝地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業
⃝生活困窮者自立相談支援事業
⃝日常生活自立支援事業
⃝介護予防事業
⃝地域包括支援センター事業
⃝通所介護事業
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関
係
機
関
と
の
連
携
こ
そ
が
、
課
題

を
解
決
す
る
ポ
イ
ン
ト

　

A
さ
ん
の
事
例
か
ら
、
社
協
に
と
っ
て
も

自
立
相
談
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
成
果
が

見
え
て
き
た
。「
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」と
い

う
窓
口
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
協
の
支
援

に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
中
で
困
っ
た
人

が
い
て
も
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
社

協
に
連
絡
を
し
て
く
る
の
は
、
あ
る
程
度
、

社
協
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人

に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
区
役

所
内
に
窓
口
が
で
き
、
常
に
相
談
員
が
い
る

体
制
が
整
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
が
安

心
し
て
相
談
を
持
ち
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
港
区
社
協
と
し
て
も
社
協
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
持
ち
込
ま
れ
た
ニ
ー

ズ
を
適
切
な
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。
例
え

ば
、
見
守
り
の
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

が
訪
れ
た
場
合
、「
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」
だ

け
で
は
支
援
を
行
っ
て
く
れ
る
人
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ

う
な
時
に
、
社
協
か
ら
地
域
の
支
援
者
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
、
支
援
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。

　
「
問
題
解
決
に
は
、『
出
口
』
と
な
る
関
係

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
の
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
は
あ
く
ま
で
窓
口
に
過

ぎ
ず
、
そ
こ
で
の
相
談
は
困
っ
て
い
る
人
た

ち
の
悩
み
ご
と
を
聞
き
出
す
こ
と
で
あ
っ
て
、

問
題
解
決
の
た
め
に
は
本
人
が
何
を
し
た
い

か
を
、
本
人
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
そ
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
佐
藤
さ
ん
は
い
う
。

　
「
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」の
窓
口
を
設
け
た

当
初
は
、
区
役
所
内
の
生
活
保
護
相
談
窓
口

の
横
に
あ
る
た
め
生
活
保
護
申
請
が
増
え
る

と
予
想
し
た
が
、
結
果
は
逆
だ
っ
た
。
生
活

困
窮
の
根
本
的
な
問
題
解
決
を
め
ざ
し
て
、

社
協
や
行
政
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が

知
恵
を
出
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
積
極
的
な
展

開
が
、
生
活
困
窮
が
深
刻
に
な
る
前
段
階
で

の
生
活
の
再
建
や
自
立
に
向
け
て
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
の
社
会
福
祉
施
設
と
の
連
携

を
拡
大
す
る

　

港
区
社
協
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

の
た
め
に
区
内
の
社
会
福
祉
施
設
と
の
連
携

を
模
索
し
始
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
港

区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
と
し
て
「
つ
な
が

り
き
っ
か
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、

会
員
51
施
設
の
情
報
を
冊
子
に
ま
と
め
て
配

布
し
た
。
会
員
施
設
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

を
深
め
た
い
と
い
う
思
い
が
、
冊
子
を
つ

く
っ
た
理
由
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

各
施
設
の
活
動
概
要
だ
け
で
な
く
、
施
設
が

「
で
き
る
こ
と
」「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

が
ま
と
め
て
あ
り
、
近
隣
施
設
同
士
が
協
力

し
て
補
い
合
い
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る

仕
掛
け
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
会
員
施
設
を
対
象
と
し
て
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
学
ぶ
研
修
会
を
実

施
し
、
地
域
の
生
活
困
窮
者
支
援
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
会
の
後

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
日
中
の
居
場
所

や
食
事
の
提
供
な
ど
、
施
設
で
協
力
で
き
る

活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
「
ゴ
ミ
屋
敷
の
片
付
け
な
ど
、
施
設
が
職

員
を
派
遣
し
合
う
こ
と
で
解
決
で
き
る
案
件

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
生
活
に
困
窮
さ
れ

て
い
る
方
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
も
、
で

き
れ
ば
相
談
者
の
自
宅
近
く
に
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
不

安
が
ら
ず
に
通
う
こ
と
が

で
き
ま
す
か
ら
ね
。『
つ
な

が
り
き
っ
か
け
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』
は
、
そ
ん
な
願

い
を
実
現
す
る
た
め
の
第

一
歩
。
社
会
福
祉
法
人
の

社
会
貢
献
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
区
内
の

施
設
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
地
域
の
困
り
ご
と
解
決

に
参
加
で
き
る
体
制
を
、

し
っ
か
り
整
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
田
中

さ
ん
は
い
う
。

　

ま
た
、
港
区
内
に
限
ら

な
い
広
い
範
囲
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
田
中

さ
ん
の
理
想
で
あ
る
。
例
え
ば
、
物
品
支
援

を
行
っ
た
際
、
港
区
内
に
は
備
蓄
し
て
い
な

い
物
が
区
外
に
あ
っ
た
例
が
あ
る
。「
区
の

壁
を
越
え
て
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
と
こ

ろ
に
回
せ
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
こ
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

こ
そ
、
社
協
の
使
命
」
だ
と
考
え
、
最
初
か

ら
大
阪
市
全
体
で
一
挙
に
つ
な
が
る
こ
と
は

で
き
な
く
て
も
、
ま
ず
は
湾
岸
エ
リ
ア
な
ど

の
近
隣
区
と
実
験
的
に
連
携
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

港
区
社
協
は
、
理
想
的
な
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
た
め
に
、
地
域
の
関
係

機
関
の
ま
と
め
役
と
し
て
積
極
的
に
動
き
始

め
て
い
る
。

港区（大阪市）
大阪市を構成する24区のうちのひとつ。昭和初期に近代化された大阪港周辺を中心として、新興市街地・工業地
帯として栄えた。天保山地区のウォーターフロント開発によって、海遊館や天保山大観覧車などのレジャー施設が
多く誕生している。弁天町駅前に立ち並ぶ200m級の超高層ビル街も有名スポットである。

大阪市港区社協のスタッフとサポートコーナーの関係者の皆さん
写真前列左から、田中未春見守り支援ネットワーカー、くらしのサポート
コーナー・佐藤佳道主任相談支援員、砂田知美事務局長
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常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
周
知

　

前
回
紹
介
し
た
「
常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
常
設
型
災
害
ボ
ラ
セ

ン
）
で
は
、
平
成
23
年
度
に
市
と
協
働
し
て
策

定
し
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
お
よ
び
見
直

し
と
、
市
民
や
関
係
機
関
に
向
け
た
常
設
型
災

害
ボ
ラ
セ
ン
の
周
知
を
目
的
と
し
て
、
災
害
ボ

ラ
セ
ン
の
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
毎
月
広
報
番
組
の
枠

を
い
た
だ
き
、
本
会
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て

市
民
の
声
を
お
伝
え
す
る
「
社
協
情
報
番
組
」

を
放
送
。
そ
の
中
で
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
活
動
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
り
、
番
組
動
画
を
研
修

会
や
地
域
懇
談
会
等
の
場
で
も
放
映
し
て
い
る
。

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

　

さ
ら
に
、
既
存
の
社
協
だ
よ
り
や
各
事
業
チ

ラ
シ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
提
供
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
とFacebook

の
ほ
か
、
市
内
の
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
セ
ン
が
共
同
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
情
報
や
魅
力
を
発
信
す

る
「Charm

＋
」（Facebook

）
を
運
用
し
、
災

害
支
援
の
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
周
知
活
動
に

は
、
災
害
発
生
時
の
協
力
者
を
増
や
し
、
迅
速

に
活
動
を
開
始
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
、
平

常
時
の
重
要
な
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
機
能

　

平
成
25
年
度
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
災
害
ボ

ラ
セ
ン
が
平
常
時
体
制
か
ら
災
害
時
体
制
に
移

行
し
た
時
の
運
営
支
援
者
を
養
成
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
は
、
市
内
の
大
学
と
協
働
し
て
校

内
で
同
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
や
職
員
の
命
を
守
り
、
優
先
す
べ
き
事
業
に

つ
い
て
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度

に
三
重
県
に
お
け
る
社
協
の
事
業
継
続
計
画
推

進
事
業
（
三
重
県
社
協
の
モ
デ
ル
事
業
）
の
指

定
を
受
け
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
株

式
会
社
浜
銀
総
合
研
究
所
の
協
力
を
得
て
策
定

し
、
優
先
事
業
を
明
確
に
し
た
。
今
後
は
、
災

害
ボ
ラ
セ
ン
が
災
害
発
生
時
の
活
動
お
よ
び
支

援
強
化
を
図
る
体
制
へ
の
移
行
を
見
据
え
、
受

援
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
市
民
へ
の
周
知
や
就

労
世
代
・
学
生
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
た
め
、
ボ
ラ
セ
ン
の
開
設
日
を
月
曜
か

ら
土
曜
ま
で
の
週
6
日
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

熊
本
地
震
に
お
け
る
初
動
対
応

　

今
年
4
月
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本
地

震
」
で
は
、
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

の
協
力
を
得
て
、
毎
週
土
曜
日
（
4
月
23
日
～

5
月
28
日
）
の
義
援
金
募
集
や
「
み
え
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
支
援
金

募
集
（
6
月
12
日
）
な
ど
、
街
頭
募
金
活
動
を

災
害
ボ
ラ
セ
ン
が
担
っ
て
開
催
し
た
。
熊
本
の

た
め
に
何
ら
か
の
支
援
活
動
を
行
い
た
い
と
い

う
思
い
を
も
っ
た
、
地
域
の
親
子
や
中
学
校
の

生
徒
会
な
ど
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

ボ
ラ
セ
ン
と
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
活
動
領
域
は

各
市
区
町
村
社
協
に
よ
り
多
様
で
あ
る
が
、
災

害
発
生
時
に
素
早
い
対
応
が
取
れ
る
の
は
常
設

型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
強
み
で
あ
る
。
発
災
時
の

混
乱
期
の
中
で
は
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

が
活
き
る
。
こ
れ
は
災
害
ボ
ラ
セ
ン
に
限
ら
ず

社
協
の
地
域
福
祉
活
動
の
原
点
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

次
回
は
、
常
設
型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
と
行
政
や

他
機
関
・
団
体
の
連
携
と
財
源
に
つ
い
て
述
べ

る
。

�

（
伊
勢
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
第 5回

地
域
に
根
づ
い
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
重
県
）

（2）

社会福祉協議会情報番組「伊勢市行政ケーブルテレビ」
伊勢市災害ボランティアセンター（平成 28年 2月放映）
https://www.youtube.com/watch?v=i6d1tYNdccg

チャームプラスフェイスブックページ

https://www.facebook.com/IseCharmPlus

共同フェイスブック（facebook）

伊勢市ボランティアセンターフェイスブックページ
　　　https://www.facebook.com/isevc

いせ市民活動センター伊勢市ボランティアセンター ×

熊本地震支援（義援金募集街頭募金）
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　関東地方が梅雨入りし、ジメジメ
した日が増えました。アジサイもき
れいに咲いていますね。私は蒸し暑
いのが苦手なので早く梅雨明けして
くれないかなと思いつつも、今年の
夏は猛暑になるとのことで夏の到来
が怖くもあります。

　さて、先日、ある県社協にいる大
学時代の同級生が結婚した話を、そ
の県社協の局長さんからお聞きしま
した。大変嬉しかったです。
　M君結婚おめでとう！日々めまぐ
るしく過ぎていきますが、お互いこ
れからも頑張りましょう。（志）

編

集

後

記

シリーズ「住民主体の生活支援サービスマニュアル」
全 7巻が完成

　このたび、本会出版部より住民主体の生活支援サービ
スマニュアル第 3 巻「居場所・サロンづくり」、第 4 巻

「訪問型サービス（住民参加型在宅福祉サービス）」、第 7
巻「宅老所」を刊行し、シリーズ全 7 巻が完成しました。
　新しい総合事業への移行がすすむ中、住民主体の取り
組みを活性化し、地域に必要とされる活動・サービスを
開発していくことが急務となっています。地域の人材養
成や第 1 層、第 2 層協議体での学習、生活支援コーディ
ネーターの研修などにぜひご活用ください。

◆第 3 巻「居場所・サロンづくり」
　「居場所・サロン」は、助け合い、支え合い活動を生
み出す基盤となる仕組みです。その効果は、交流（ふ
れあい）によるいきがいや、身体面における介護予防
となって現れています。本書は、全国で取り組まれて
いるさまざまな居場所・サロンの事例を紹介しながら、
居場所・サロンづくり・運営の方法について紹介して
います。

◆第 4 巻「訪問型サービス（住民参加型在宅福祉サービス）」
　住民が主体となって運営する訪問型サービスは、家
事のお手伝い、話し相手や見守り、外出の付き添いや
買い物支援などを住民同士の支えあいを基本に行う仕
組みです。
　本書では、会員制や有償の仕組みなどの訪問型サー
ビスの特徴、実施内容、具体的な団体の立ち上げの流
れ、新しい総合事業との関係などを解説するとともに、
関係機関や地域との連携についても取り上げています。

◆第 7 巻「宅老所」
　宅老所は、大規模で行われてきた集団ケアに対する
反省から生まれた活動で、小規模な拠点で自宅のよう
な雰囲気で過ごせる空間づくりや共生型の取り組みが
特徴です。
　本書では、宅老所がめざしているケアのあり方、地
域社会との関係を丁寧に紹介し、活動を立ち上げる際
の流れや必要な準備、運営の考え方についても実践的
なポイントを解説しています。

価　　格：各 1,200 円（税別）
申　込　先：全社協出版部受注センター TEL 049-257-1080
　　　　　‌�「福祉の本出版目録ホームページ」でもお申込

みいただけます。
　　　　　https://www.fukushinohon.gr.jp/
問合せ先：全国社会福祉協議会　出版部
　　　　　TEL 03-3581-9511／FAX 03-3581-4666

「社会福祉法改正のポイント」
これからの社会福祉法人経営のために

刊行のお知らせ

　2016 年 3 月 31 日、「社会福
祉法等の一部を改正する法律」
が可決成立いたしました。
　本書は、この法改正のうち、
社会福祉法人制度改革に関する
事項を整理し、社会福祉法改正
の内容を簡潔にまとめています。
ぜひご一読ください。

価　　格：�900 円
体　　裁：�B5　186 頁
内　　容：序　章　‌�社会福祉法人制度見直しに至る経過、

背景等
　　　　　第１章　‌�社会福祉法等の一部を改正する法律

について
　　　　　第２章　平成 28 年 4月1日施行事項のポイント
　　　　　第３章　平成 29 年 4月1日施行事項のポイント
　　　　　第４章　政令・省令事項
申　込　先：全社協出版部受注センター TEL 049-257-1080
　　　　　‌�「福祉の本出版目録ホームページ」でもお申込

みいただけます。
　　　　　https://www.fukushinohon.gr.jp/
問合せ先：全国社会福祉協議会　出版部
　　　　　TEL 03-3581-9511／FAX 03-3581-4666

インフォメーション
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社会福祉協議会の目的と組織の特徴
新連載　　　 社協の理事、監事、評議員のための基礎知識〔第1回〕　　　 社協の理事、監事、評議員のための基礎知識〔第1回〕

●
伊勢市社会福祉協議会（三重県）②
地域に根づいた災害ボランティアセンターをめざして

P.10 災害に備える地域づくり〔第5回〕災害に備える地域づくり〔第5回〕

●
住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会　代表幹事 矢澤 久子氏
狭間のニーズに対する支援の充実をめざす

P.12 明日への一歩～ノーマインタビュー～明日への一歩～ノーマインタビュー～

●
大阪市港区社会福祉協議会（大阪府）
社協と社会福祉法人がそれぞれの特性を活かし、
共同で取り組む生活困窮者自立支援事業

P. 8 社協活動最前線社協活動最前線
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明日への明日への明日への
一歩一歩～ノーマインタビュー～

矢澤さんは今日まで住民参加型の在宅福祉サービ
スに取り組んでこられましたが、住民参加型在宅
福祉サービスの特徴や意義はどのようなものがあ
るのでしょうか。

　このサービスの形態の特徴は、制度のサービスと
違って利用者のニーズに柔軟に対応できる点にありま
す。例えば、介護保険制度の主な対象となるのは高齢
者ですが、地域に目を向けると、障害者世帯を含めて、
ちょっとした家事援助や子育て支援を必要とする世帯
がいらっしゃいます。実際に、ネットワーク大府を立
ち上げた平成 4年頃、大府市には産前・産後の支援
ニーズがありましたが、そのニーズに応えることので
きる制度が不足していました。そこで、ネットワーク
大府では高齢者への支援だけでなく、子育て世帯への
支援も展開するようになりました。
　また、近年ではさまざまな分野の制度が充実してき
ましたが、それでも制度の狭間のニーズは残されてい
ます。その狭間のニーズにも素早く対応できるという
ことが、住民参加型在宅福祉サービスを展開すること
の意義だと考えています。活動を始めた頃の「制度が
あるから活動するのではなく、ニーズがあるから活動
する」という気持ちを忘れずに、今後もさまざまな
ニーズに応えていきたいと思います。

住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会の代
表幹事にも就任されておりますが、全国連絡会に
はどのような役割があるのでしょうか。

　全国連絡会は、住民参加型在宅福祉サービスを実践

する全国の団体のネットワークです。それぞれの活動
の実態把握や情報交換を行い、運営上の課題について
協議を行ったり介護保険制度をはじめとする制度や政
策への提言を行うことで、住民が安心して暮らせる地
域づくりをめざしています。
　今ある課題としては、地域にさまざまな福祉活動を
行う団体がある中で、行政や各団体同士がどのような
団体があるのかを把握しきれていないことがあげられ
ます。この点を解消してお互いの連携が促進されれ
ば、より効果的に利用者支援が展開できるのではない
でしょうか。今後の全国連絡会の取り組みのひとつと
してこの課題を共有し、解決に向けた協議を展開して
いきたいと考えています。

今後の活動を展開するうえで、社協に期待する役
割はありますか。

　社協は今日まで地域に密着した活動をされてきた実
績があり、幅広いネットワークをもっていると思いま
す。そのネットワークを活かし、地域の団体同士をつ
なぐことでお互いを支え合える体制を整えたり、さま
ざまな情報の提供や研修会を開催することで活動に必
要なノウハウの支援を行ったりと、各団体が安心して
活動できる環境づくりを行っていただきたいです。
　とくに新しい総合事業に関しては、地域の社会資源
を充実させるためにもお互いがつながる必要がありま
す。地域のことをよく知っている社協が中心になりな
がら、さまざまな団体が連携して活動を展開していけ
ればよいと考えています。

I N T E R V I E W  # 0 2

矢
や

澤
ざわ

 久
ひさ

子
こ

氏
住民参加型在宅福祉サービ
ス団体全国連絡会代表幹事。
認定特定非営利活動法人
ネットワーク大府理事長。
平成 4年にネットワーク大
府を立ち上げ、今日まで住
民参加型のサービスを展開
している。

狭間のニーズに対する
支援の充実をめざす

近年、さまざまな分野の制度が充実してきましたが、
狭間のニーズが残されているのも事実です。このよう
な状況がある中で、住民参加型在宅福祉サービスはそ
の狭間のニーズにも応えるべく長年活動を続けてきま
した。そこで、ご自身も活動を展開される矢澤さんに、
活動の特徴や意義をお聞きしました。

聞き手：全国社会福祉協議会 地域福祉部長　高橋良太
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